
                             

 

“日清食品カップ” 

第３２回全国小学生陸上競技交流大会 

開 催 要 項 
 

１．開催趣旨 

近年、全国的に児童の体位向上は著しいものがありますが、それと平行して基礎体力の向上が望まれて

いるところであります。一方、多くのスポーツが低年齢者層に普及しつつあり、スポーツ関係者として

は誠に喜ばしいかぎりであります。 

そうしたなかで、各スポーツの指導者からは、小学生の基礎体力の向上とともに、あらゆるスポーツの

基本である「走る」「跳ぶ」「投げる」ことの正しい指導が強く望まれております。 

そこで日本陸上競技連盟では、夏休みの期間を利用して、小学校高学年の児童を対象に陸上競技の基本

技術の習得を目的としての競技会を開催いたします。また、大会を通じてグループ生活の中でのよい友

達づくりやマナーの涵養、陸上競技を通しての基礎体力の養成を図ります。本交流大会が、小学生のみ

なさんが生涯を通してスポーツに親しんでもらえるきっかけとなるよう願って開催いたします。 

上記の趣旨を十分に配慮しながら、以下の開催要項に従い第３２回大会を開催いたします。 

 

２．開催要項 

［目 的］ 研修を通してグループ生活の中でのよい友達づくりやマナーの涵養を図る 

あらゆるスポーツの基本とされる陸上競技技能の習得を図る 

わが国スポーツ界の底辺拡大を図り、小学生の健全なる心身育成の一端とする 

小学生を指導する陸上競技指導者の研鑚を図る 

［主 催］ 日本陸上競技連盟 

［後 援］ スポーツ庁 横浜市 公益財団法人安藤スポーツ･食文化振興財団 

公益財団法人日本体育協会日本スポーツ少年団 読売新聞社 （予定） 

［協 賛］ 日清食品ホールディングス株式会社 

［主 管］ 神奈川陸上競技協会 

［協 力］ アシックスジャパン株式会社 株式会社ニシ･スポーツ ミズノ株式会社 

［会 場］ 神奈川・日産スタジアム 

［参 加 者］ 小学校５・６年生に該当する年齢で、各都道府県での選考会を経て選ばれた代表選手 

２２名と指導者４名とする。 

［期 間］ ２０１６年８月１９日（金）・２０日（土） ※１泊２日 

 

３．選手・指導者日程（予定） 

８月１９日（金） ８月２０日（土） 

１１：００～ 受付 ８：３０～ 開会式 

１１：３０～１７：３０ フリー練習 ９：３０～１８：００ 競技会 

１５：３０～１６：１５ 指導者研修会 ※終了予定 

１６：３０～１７：１５ 監督会議   

 



                             

 

４．競技会要項 

（１）種目および参加人員 ＊各都道府県は、次の範囲で選手団を編成する。 

（人）    

種 別 種 目 男子 女子 

リレー ４×１００ｍリレー ５ ５ 

単独種目 

６年１００ｍ １ １ 

５年１００ｍ １ １ 

８０ｍハードル １ １ 

走幅跳 １ １ 

走高跳 １ １ 

ジャベリックボール投 １ １ 

選 手 ２２       

監督及び指導者 ４       

合 計 ２６       
 
※支援コーチ（自費参加）：４人以内 

 

（２）全国大会への参加資格ならびに条件 

①選手は小学校５・６年の年齢に該当する児童であること。 

小学５年生種目：２００５年４月２日～２００６年４月１日の間に生まれた者 

小学６年生種目：２００４年４月２日～２００５年４月１日の間に生まれた者 

②総監督・指導者は都道府県陸上競技協会が推薦する者で、以下の条件を満たしていること。 

◇ＪＡＡＦ公認ジュニアコーチ（日体協公認陸上競技指導員・上級指導員）有資格者 

◇ＪＡＡＦ公認コーチ（日体協公認陸上競技コーチ・上級コーチ）有資格者 

◇ＪＡＡＦ公認ジュニアコーチ専門科目講習修了者（小学生中央研修会修了者などを含む） 

③選手の選考は本要項の段階を経ること。 

④リレーチームの編成は、各都道府県での最終選考会に参加した時点でのリレーチームであり、大会本部の

承認なしにメンバーの変更等は認められない。（全国大会は５名のエントリーが可能であり、できるだけ最

終選考会には５名でのエントリーが望ましい。選考会後の追加エントリーは認めない。） 

⑤リレーメンバーのうち、１名でも他種目に回った場合、そのリレーチームは全国大会への出場資格を失う。 

⑥同一人が２種目を兼ねて出場することはできない。（リレーも１種目とする。） 

⑦居住都道府県と異なる都道府県でのチーム所属は可能とする。ただし、１人１所属とし、複数チームへの 

所属は認めない。 

 

（３）選考会 

①各都道府県陸上競技協会による選考会を経た後にリレーチームおよび単独種目の出場選手を選考する。 

②選考会への出場については、１人１都道府県とする。複数都道府県での出場は認めない。 

 

（４）競技規則 

２０１６年度日本陸上競技連盟競技規則に準ずるが、児童である年齢を考慮した教育的配慮の元に競技を 

進行する。 



                             

 

 

（５）競技方法 

①競技に際してはオールウェザー用のスパイク又はシューズを使用すること。 

②スタートはクラウチングスタートを原則とするが、スタンディングスタートも認める。スタートは同じ競

技者が２回の不正スタートをしたとき、その競技者を失格とする。 

③リレー競走におけるテークオーバーゾーン手前からの助走マーク（１０ｍの補助ゾーン）の使用を認める。 

④８０ｍハードルは、ハードルの高さ７０ｃｍ、ハードル間７ｍ、ハードルの台数９台、スタートから第１

ハードルまで１３ｍ、最終ハードルからゴールまで１１ｍとする。 

⑤走高跳（はさみ跳び）は、マットへの着地は足裏からとし、背・腰からの着地は無効試技とする。 

⑥ジャベリックボール投は全員 3回の試技とする。競技場所は第 2曲走路側とし、助走距離は 15m以内とす

る。 

⑦ジャベリックボール投の試技の際には、競技場に準備してある炭酸マグネシウムをボール先端に付け、ボ

ール本体を持ち、オーバーハンドスローで投げることとする。 

＊羽だけを持って投げることは禁止する。 

 

５．研修・交流会要項 

４７都道府県から代表として参加する小学生は、日程表に定められた研修会に参加する。 

 

６．申込方法 

各都道府県陸上競技協会による選考会終了後、１週間以内に下記の手順で大会事務局あてに申込みをする。 

（※選考会の開催日が申込締切間近の場合、終了後ただちに申込みを行うこと。） 

最終の申込締切については下記のとおりとし、原則として、申込締切を過ぎた申込みは認めない。 
 

（手順１） Ｅメールにて参加申込書データの提出 

参加申込書の必要事項を明記し、２０１６年７月２０日（水）までにデータを下記の 

エントリー・輸送事務局へ必ずＥメールの添付ファイルで提出する。 
 

申込先  Ｅメールアドレス：  nissincup@jaaf.or.jp  
※送信の際、件名に「○○都道府県 ・第３２回小学生陸上申込書 」と明記すること。  

   

（手順２）参加申込書 原本の提出 

記入したデータを出力し、加盟団体理事長(専務理事)の押印後、２０１６年７月２２日（金）必着にて、 

下記の『エントリー・輸送事務局』宛に郵送する。 

※やむなく、最終予選会日程が締切日以降となる都道府県については、最終予選会が終了次第、 

ただちに申込書のみＥメールにて送付すること。 原本および、その他書類は揃い次第郵送すること。 
 

【原本郵送先】 
全国小学生陸上選手団事務局 

〒１１２－００１４ 東京都文京区関口２－３－３ 目白坂ＳＴビル７Ｆ 

近畿日本ツーリスト株式会社 東京第１教育旅行支店  担当：実方・高山 

ＴＥＬ：０３－６８９２－１８０１ ／ ＦＡＸ：０３－６８９２－７３２７ 
 



                             

 

 

 

 

 

７．表彰・その他 

（１）各種目（友好１００ｍは除く）の８位までの入賞者には賞状、副賞、参加者全員に参加記念品・記録証

を授与する。 

（２）主催者は、個人情報保護に関する法令を遵守し、日本陸上競技連盟個人情報保護方針に基づき取扱う。 

尚、取得した個人情報は大会の資格審査、プログラム編成及び作成、記録発表、その他競技運営及び 

陸上競技に必要な連絡等に利用する。 

 

８．宿泊 

選手団は、日産スタジアムに２０１６年８月１９日（金）の指定された時間までに集合し、解散まで主催者

が定めた宿舎に宿泊する。 

 

９．その他注意事項 

（１）競技場内での写真・ビデオ等の撮影について 

本大会主催者より各選手団に５０枚のリボンを配布する。リボンをつけていない者の撮影は禁止とする。

競技場内で撮影する場合は、リボンが後ろから確認できる位置（左肩）につけること。リボンが確認でき

ない場合、警備員もしくは大会関係者より声掛けをする場合がある。 

（２）写真の二次使用について 

本大会主催者が認めた報道機関や大会の協賛・後援の各社が撮影した写真等を、新聞・雑誌・大会報告・

ホームページ等での公開、また、次回大会のポスター・パンフレット等に使用することがある。 


